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本校は、昭和53年 (1978)に創立され、 26周年を迎えましたO この問、本校の研究は実践研究の
「積み上げJ型を基本スタイルとして、その成果を報告してきましたO
研究の経緯は、第1.第 II期(昭和54年~58年) r児童・生徒の実態に応じた教育課程の編成と
実践j 、第III期(昭和59年~63年) r児童・生徒の特性に適合した教育実践」、第W期(平成元年
~7 年) r変容の実感(その 1はたらく)一小・中・高間の実践交流並びに家庭、地域との連携J、
第 V期(平成 8 年~9 年) r自立をめざす小・中・高一貫した教育課程の編成と実践」、第VI期
(平成10年~1l年) r社会生活への移行をすすめるための小・中・高一貫した教育支援の在り
第四期(平成立年~13年) r豊かな社会生活への移行をすすめるための一人一人のニーズに応じた
教育支援の在り方」となっております。
このような流れを踏まえた第寵期研究は、本校教育の柱である「個への対応Jという特徴をより
明確にした内容となっています。すなわち小学部においては、 IEPミーティングという教育支援
システムを核としたチームアプローチによる実践成果、中学部においては、その成果に立つての自
立した生活への応用力を培う「ライフjの歩み、高等部においては、現場実習を中心としての社会
生活への円滑な移行をめざした進路支援の在り方、についてそれぞれ報告されております。そして、
それらの報告を貫く視点である「個別のニーズへの対拡」こそは、研究の成否が懸かるキーワード
であり、児童生徒の発達・成長を確実にするマスターキーであると言えます。教育活動における実
践と研究は、しばしば相互に支え合う車の両輪にもたとえられますが、本冊子にまとめられた研究
報告は、この「個別のニーズへの対応Jの在り方をめぐる、文字通り実践と研究の相互の深め合い
の中から生み出されたものであります。
“教育実践の成果は、児童生徒の学校卒業後の生活のありように表れる"という基本的な考え方
を継承し、 「豊かな社会生活への移行をすすめるための小・中・高一貫した留別の教育支援の在り
方」を主題とした本研究は、昨年3月の「今後の特別支援教育の在り方についてJ (最終報告)で
示された特殊教育から特別支援教育への較換を視野に入れつつ、児童生徒が現在および学校卒業後
にわたる豊かな社会生活へ円滑に移行するために、学校教育における個別のニーズに応じた教育支
援はどうあればよいのか、とし、う児童生徒の全生涯を見とおした問題意識のもとに、進めてきまし
たO どうか、本日参会いただいた先生方の率直な御意見や御指導を賜りますようお願L、いたします。
第VllI期(平成14年~15年)の研究報告に際しまして、後援いただきました住賀県教育委員会、佐
賀市教育委員会、佐賀県特別支援教育研究会の各位に深く感謝の意を表します。また、記念講演を
いただく東洋大学教授 宮崎英憲先生をはじめとして、指導助言者と司会者の先生方に淳くお礼申
し上げます。
おわりに、本校の教育実践に日頃から御指導、御協力いただいております関係機関の方々、並び
に保護者の方々の献身的な御協力に対して心から感謝申し上げます。
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1 諦琵テーマ
豊かな社会生活への移行をすすめるための
小・中@高一貫した個別の教育支援の在り方
小学部:自立的生活への移行を支える f個別の指導計画Jの在り方
一一チームアプローチによる障害特性を鱈まえた効果的な実銭一一
中学部:個別のニーズに応じた教育支援の在り方
一一 「ライフj の時間を中心に一一
高等部:個別のニーズに応じた進路支援の在り方
一一保護者との取り組みを中心に一一
2 テーマ設定の理由
我が国の障害者施策は、ノーマライゼ、イションの謹透、障害のある人たちの自立と社会参加の
実現に向けて、福祉、就労等の様々な分野で、よりー麗の推進が麗られている。
一方、教育の分野では、新学習指導要領で障害のある児童生徒が自立し、社会参加する基盤と
なる「生きる力Jを培うことを目標とし、創意工夫を生かした特色ある教育活動の推進や一人一
人の障害の状態等に応じたきめ細かな指導の充実が示された。また、平成13年 1丹には、 21世紀
の特殊教育の在り方に関する調査研究協力者会議が、 121世紀の特殊教育の在り方について~一
人一人のニーズに応じた特別な支援の荘り方について~J (最終報告〉を公表し、障害のある幼
児克童生徒の視点に立って一人一人のニーズ、を把握し、必要な支援を行うという考えに基づいて
具体的な提言が示された。さらに、特別支援教育の在り方に関する調査研究協力者会議は、平成
14年10月に「今後の特別支援教育の在り方についてJ(中関まとめ〉、平成15年3月に「今後の
特JU支援教育の在り方についてJ(最終報告〉を公表した。ここでは、一人一人の教育的ニーズ
を把握して必要な支援を行う「特別支援教育」を進めるべきであるとし、乳幼児期から学技卒業
後までを通じて一貫して的確な教育的支援を行うため、「個別の教育支援計画Jを作成するとと
もに、特別支援教育コーディネーター(仮称)の役割等の提言が示された。
(1)これまでの研究経過
「積み上げj型の研究スタイルを持つ本校では、こうした社会情勢や教育施策、保護者の顕
い等を踏まえ、 f教育実践の成果は、児童生徒の学校卒業後の生活のありように表れるJとい
う基本的な考え方を継承し、児童生徒の実態や特性、個別のニーズに応じた、さらに卒業後の
生活を見据えた、よりよい教育支援の在り方を求め、実践研究を進めてきた〔表 1 -1 J。
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特に、第V期研究からは、今期研究にかかわる「儒別の指導計画Jや了移行Jに関する取り組
みを重点的に進めてきている。また、前期研究までに小・中・高一貫した教育支援として、以下
に示す 3点をシステムとし、整備してきた。
O児童生徒の「儒別の指導計瞬Jを作成し、「個別の指導計画Jを含む円毘人ファイルJを引
き継ぐこと。
O課護者や児童生徒本人、関係機関等の参加によるミーティングを設定すること。
0ボトムアップ(発達年齢や段階を重視した底上げ塑〉の見地とトップダウン(生活年齢、個
々の特性・長所に応じて、将来に向けて必要なスキルを獲得し、実社会でよりよく活動でき
る力を青てる日能指向型〉の見地の爵面から、その時期に必要な教育内容や学習課題を設定
すること。
表 1 -1 本校研究の流れ
時期・年代 研究 づ" 一 マ
第 I期研究 f本校の児童・生徒の実態に応、じた教育課程の編成と実践j
昭和54-55年度 ~社会生活適応能力の向上膏成を目指す教育~ 研党紀要第 1， 2築
第立期研究 f本校の児童・生徒の実態に応じた教賓課程の鵠成と実践j
昭和田-58年度 ~教科。領域安会わせた指導~
~教科(国語、算数@数学〉および養護・訓練~ 研虫記婆第3築
~領域別指導(道語、特別活動)および教育課程の構造化~
第E期研涜 「児童生徒の特性に適合した教膏実践の姿j とはどのようなものか
昭和田-63年度 ~指導法、指導の場及びその実践構造~ 研究紀要第4、5築
第W期研究 「変容の実感(その 1はたらく )J
平成元~フ年度 ~小・中・高各学部、家底、地域のそれぞれの実践を交流し合いながら
“はたらく"ことをテーマ!こした生活づくりを進める~
平成元-2年度 第 1次 rIJ、.中・高各学部それぞれの取り組みからの提言J研史紀要第6築
平成3-4年度 第 2次 f小・中・高各学部簡の実践交流j 研究紀要第フ集
平成5-7年度 第 3次 f家庭、地域との連携j 研究紀要第8集
第V期研覧 「自立をめざす小・中・高一貫した教育課程の編成と実践j
平成8-9年度 ~教育内容の精選 (f誤理j を主!こ)と
個別指導計画のフォーマットについて~ 研究紀要第9集
第VI期研詫 f社会生活への移行をすすめるための
平成10-11年度 1]、.中・高一貫した教育支援の在り方j 研究紀要第10集
第四期研究 「重量かな社会生活への移行をすすめるための
平成12-13年度 一人一人のニーズに応じた教育支援の在り方J 研究紀要第1築
第噛期研究 「豊かな社会生活への移行をすすめるための
平成14-15年度 IJ、・中・高一貫した個別の教育支援の在り方J 研究紀要第12集
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(2)今期諒究テーマについて
「麓み上げ型Jの研究スタイルを持つ本校のこれまでの研究経過を受け、児童生徒が現在及び
将来において、より豊かな社会生活を送るため、「移行Jの観点に立ち、「鋼別の教育支援計画J
をめざして、儒別のニーズに応じた教育支援の在り方について継続実践研究を行う。
前期研究までに小・中・高一貫した教育支援として整備してきた3つの柱、すなわち、 (1) 教
育課程及び教育内容における支援、 (2) i個別の指導計画Jにおける支援、 (3) 移行にかかわる
小・中・高の連携や家箆・地域社会・関係機関との連携における支援に沿って、児童生徒の現在
及び将来の豊かな社会生活への移行を円滑にすすめるための教育支援の在り方について、実践研
究を進めていく。
具体的には、児童生徒の倍加のニーズを「個別の指導計画」における長期目標及び短期日襟に
反映させ、小・中・高各学部、家庭・地域社会・関係機関と連換を毘り、協働楽 Iしながら、各学
部の教育課程において、「倍加の指導計画Jの存機的な運用を躍っていきたいと考える。
議 1
以下、今揺研究テーマに掲げた文言について説明する。
ア 「重量かな社会生活jについて
現夜及び将来において、社会生活(家庭・職業・余暇〉がその人らしく、バランスがとれ、
充実した生活は豊かな社会生活で・あるといえるだろう。各学部では、それぞれ生活全体の充実
を見通した教育目標を設定している。これらを有機的に関連させながら、実生活で呉現化して
いくことが、現在及び将来の農かな社会生活を送るための生きる力を育んでいくことにつなが
ると考える。
イ 「務行Jについて
学校教育期間12年間における「移行Jは、学校卒業後のみをさすのではなく、学部内の学年
( collaboration，コラボレーション〉
-米国で1980年代頃から、教育やメンタルヘルスの分野で使用され始め、今日に至る。芸術の分野では従来から
思いられ、現在では行政等の分野でも用いられている。研究活動や創作活動で複数の人間が、共通の目的を持
って協同作業を行う際に、相互作用が働き、飛E霊的な成果が生まれることがある。このような協同作業をコラ
ボレー ションと呼ぶ。
-教育の分野であれば、立場の違う者が同じ自擦に向けて、一緒に協力してそれを達成していくことである。保
護者と協働するという持に、どちらが「上か下かJ1指導者かjという関係はなく、対等な関係である。また、
それぞれが一方選行ではなく、関じ目標に向けた相互のやりとりである。
・これらを踏まえ、本校では特に、家庭、関係機関との連携において、互いの役割を認識し合い協力して、児童
生徒の個別のニーズに応じた効果的な教育支援を展開し、児童生徒の現在及び将来の豊かな社会生活をめざし
ていく取り組みを協働と捉え、教育実践を行ってきた。
3 
進級、他校罷等からの入学はもちろんのこと、卒園先から小学部、小学部から中学部、中学部か
ら高等部、高等部から進路先へと縦に連続してし1く各段階も含む。さらに、この各段階において、
学校で達成された成果が家産や地域社会で・の実践へつながり、現在の生活が広がっていくことも、
「社会生活への移行Jの一部と捉える。
各段階での円滑な「移行jは、児童生徒のその時点での社会生活の立がりや充実へとつながる。
各段階の「移行Jが無理なくすすめられ、充実した社会生活を積み重ねていくことは、トータル
として学校卒業後の生活へのより円滑な「移行Jにもつながるものである。
ウ F小・中・高一覧Jについて
本校では、小学部 IEPミーティング、中学部:各年次ごとのミーティング、高等部:進路
指導における王者面談等の、児童生徒の個別のニーズに応えた話し合いの場をそれぞれの特期に
用意している。
そして、現在及び将来の自立的生活に向けて、見童生徒の鋸加のニーズに応じた「個別の指導
計画」を作成し、各学部の教育課程での有機的な運用を醤っている。さらに、「錨別の指導許題J
と、その他の個人資料等を含む克童生徒の「銅人ファイjレJを整備し、 /J¥.中・高とその進級進
学に伴って、引き継いできている。
これは、学年や学部が変わっても、職員の異動があっても、児童生徒本人の特性、留別のニー
ズに応じた教育支援を引き継ぎ、一貫していくべきであるということを荷提として、移行を円滑
にすすめていくものである。
エ F儲別の教膏支援Jについて
ノーマライゼイションの浸透に向け、障害のある児童生徒の自立的生活と社会参加は社会が一
体となって、生涯に渡って支援していくことが必要である。障害のある克童生徒が個挺のニーズ
に応じて、必要な時に適度で適切な内容の支援を利用して、自己決定・自己選択しながら、自己
実現や生活の質の向上を図り、その人らしく生きることは、まさに自立的生活と社会参加につな
がるものであると考える。
福祉や就労の分野では、障害のある人の自己実現や自立した社会生活を環境との関係で捉え、
そのために必要な内容をシステム化、ネットワークイとした大きな枠組みの中で、「生活支援Ji就
労(就業)支援Jとして、個別のニーズに応じた手だてや機会を保障するようになってきている。
本校が掲げる「倍加の教育支援Jとは、こうした揺祉や就労などの動向を説野に入れつつ、児
童生徒の現在から学校卒業後までを見据え、倍別のニーズに応じて、より主体的で、自立的な社
会生活をめざしていく取り組みである。
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3 研究の内審
(1)教膏課程及び教育肉馨における支援
ア 現在及び将来の臼立的生活をめざしながら、教育課程の再編成及び児童生徒の鋼別のニ
ーズに応じた教育内容の精選を限る。
イ 児童期、青年期の各時期に必要な家涯、地域社会を含むトータルな生活、次の学部や卒
業後の生活への円滑な移行を踏まえた教育内容の設定及び実践を進める。
(2) r個別の指導許菌Jにおける支援
ア 教育課程において、児童生徒の「錨別の指導計画Jの有機的な運毘を図る。
イ 「個別の指導計画jを小・中・高一貫した計画として生かし、個別の教青支援システム
として構築していくために、各学部様式とのつき合わせ・検討を行う。
エ 「個人ファイルJ(特に「鶴別の指導計画J)にかかわる、パーソナルコンビューター
等の情報機器を使ったデータの整理・管理・活用を進める。
(3)移行にかかわる小・中・高の連議や家庭・地域社会・関僚機関との連携における支援
ア ミーティングの充実を留る。
児童生徒及び保護者のニーズに応えたミーティングの在り方を検討し実施する。
円滑な移行を意識して、小学部、中学部、高等部各々の移行設階のミーティングの在
り方を検討し実施する。
イ 家庭・地域社会・関係機関との連携を図る。
保護者からのニーズを把握し、学部研究や個人事例研究に反挟させる。
(イ) 関係機関の専門家による職員研修を実施する。
事業所、施設等での職員実地研修を実施する。
ウ 進学先や卒業後の進路先への移行にかかわる連携を図る。
(7) i錨人ファイルJ等、進学に伴う資料の充実により、確実な引き継ぎを行う。
進路指導部と連携し、全職員による卒業生進路先訪問を実施し、卒業生や進路先への
支援を行うとともに、本校在籍克童生徒の卒業後に向けた支援の在り方を探る。
学部閉憤報意見交換会を実施し、「個別の指導計画J様式や引き継ぎの在り方につい
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て、意見交換を行う。
ヰ 観覧の方法
全校研究テーマを受け、各学部研究を主体として、本校における 3つの教育支援の柱、すなわ
ち、 (1) 教育課謹及び教青内容における支援、 (2) I個別の指導許麗Jにおける支援、lliL斐笠
にかかわる小・中・高の連携や家庭・地域社会・関係機関との連携における支援について、各学
部研究、個人事例研究を進める。さらに、全校的な取り組みについて、研究部で計画・実施し、
集約する。
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